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１ 実態調査の概要 

本市では、子どもの貧困対策を検討する上で、子ども・若者やその世帯の生活や教

育、就労等の実態を把握するため、市民アンケート調査、支援者ヒアリング、座談会

の３つの方法からなる実態調査を行いました。 

(1) 市民アンケート調査（札幌市子ども・若者生活実態調査） 

市民アンケートは、２歳、５歳、小学２年生の保護者、小学５年生、中学２年生、

高校２年生の保護者及び子ども、20歳、24歳の若者を対象に、平成28年10月から

11月にかけて実施しました。 

  【調査対象年齢の考え方】 

   各成長段階を７区分〔乳児、幼児、小学生（低・高学年）、中学生、高校生、18 歳

以上〕に分け、０歳から 17 歳は、概ね３歳ごとの６区分のうち各中間の年齢（学年）

を各区分の代表年齢とし、18 歳以上は、社会的・精神的自立へ移行する年齢層とし

て、置かれている状況（学生、勤労者）の割合が比較的多いと想定される年齢（20

歳及び 24歳）としました。 

【配布数・回収数】 

 ※「マッチング数」とは、「保護者の調査票」と「子どもの調査票」について、同一世

帯の情報として集計が可能となった数をいい、「マッチング率」とは、子どもの回収

数を母数として、マッチング数を除した割合をいいます。 

(2) 支援者ヒアリング 

  支援を必要としている状態にある子ども・若者やその家庭の生活像、既存制度の現

状や課題、望ましい支援のあり方などについて、支援をする側の視点から直接の意

見を伺うことを目的に実施しました。 

（26の施設・団体を対象に、平成 28年６月から平成 29年２月にかけて実施。） 

(3) 座談会 

市民アンケートや支援者ヒアリングでは捉えることのできない子どもたちの意見を

直接把握することを目的に、児童養護施設入所者、生活保護、奨学金受給者、ひと

り親家庭の子ども・若者に参加していただきました。 

（平成 29年３月から５月にかけて４回実施。） 

保護者 子ども

２歳 2,500 ― 1,389 55.6% ― ― ― ―

５歳 1,273 ― 819 64.3% ― ― ― ―

小２ 1,433 ― 1,129 78.8% ― ― ― ―

小５ 1,426 1,426 989 69.4% 984 69.0% 897 91.2%

中２ 1,424 1,424 621 43.6% 614 43.1% 441 71.8%

高２ 1,210 1,210 900 74.4% 903 74.6% 842 93.2%

20・24歳 ― 3,000 ― ― 662 22.1% ― ―

9,266 7,060 5,847 63.1% 3,163 44.8% 2,180 87.2%

配布数 16,326 回収数 9,010 回収率 55.2%

マッチング数 マッチング率
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● 学習の理解度の状況（図表Ⅲ－６、７） 

「学校の授業が分からないことがあるか」との問いでは、「いつもわかる」、「たいた

いわかる」を合わせた割合は、世帯全体では 67.2％であるのに対して、非課税世帯で

は 63.8％、ひとり親世帯では 59.7％となりました。 

一方、「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」を合わせた割合は、世帯全

体では 13.2％であるのに対して、非課税世帯では 18.5％、ひとり親世帯では 18.4％と

なっています。 

＜図表Ⅲ－６ 学校の授業でわからないことがあるか＞

また、「成績がクラス、学年の中でどのくらいだと思うか」では、「よいほう」、「どち

らかというとよいほう」を合わせた割合は、世帯全体では 33.3％であるのに対して、

非課税世帯では 27.6％、ひとり親世帯では 27.4％となりました。 

一方、「どちらかというとよくないほう」、「よくないほう」を合わせた割合は、世帯

全体では 27.6％であるのに対して、非課税世帯では 32.2％、ひとり親世帯では 39.2％

となっています。 

＜図表Ⅲ－７ 成績がクラス（小 5、中 2）、学年（高 2）の中でどのくらいだと思うか＞ 

支援者ヒアリング調査からは、家に勉強部屋がないなど、学習できる環境が整っておら

ず、学習の習慣が身についていない子どもの存在や、身近に適切なモデルがいないために、

進学等に対するイメージがもてないという事例の存在が指摘されています。
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● 子育てに関する制度やサービスの利用・認知状況について（図表Ⅵ－４、５） 

「子育てに関する制度やサービスについてまったく知らなかったと答えた割合」では、

「放課後児童クラブ」、「児童会館・ミニ児童会館」の一般利用などのサービス、また

「区役所の相談窓口」、「家庭児童相談室」などの相談先のほとんどの項目で、「知らな

かった」の割合は、非課税世帯、ひとり親世帯が世帯全体を上回っています。 

＜図表Ⅵ－４ 子育てに関する制度やサービスについてまったく知らなかったと答えた割合＞ 

※小２保護者、小５保護者、中２保護者のみ回答 

※乳幼児（２歳・５歳）保護者のみ回答 

※乳幼児（２歳・５歳）保護者、小２保護者、小５保護者、中２保護者、高２保護者が回答 

※乳幼児（２歳・５歳）保護者、小２保護者、小５保護者、中２保護者のみ回答 
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